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画像認識AIとOCRを統合した手書き文書の誤字検出システム作品名 人数 1人

井爪　遥斗

画像認識 AI
テキストを検出

生成AI
誤字を判別

OCR
文字の位置を検出
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システムの概要

評価実験

まとめと今後の展望

[1]["剣出し"]["検出"]
[2]["malking"]["marking"]。

手書きの文字から誤字を剣出しして   
位置をmalkingすることができます 。
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手書きの文字から誤字を剣出しして  

位置をmalkingすることができます

[1]["剣出し"]["検出"]

[2]["malking"]["marking"]。
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　学校教育の現場では、手書きのレポートや小テストが多く用いられているが、大量の手書き文字から誤字

等を目視で確認することは容易ではない。そこで、手書き文字の画像から誤字の箇所を自動的に発見し、赤

枠で表示するシステムを開発した。これにより、教員の負担軽減と生徒への迅速なフィードバックを実現し、

意味の通らない単語やスペルミスを容易に確認可能とすることを目的とする。

　画像認識AIは手書き文字の読み取りに強い一方、文字の座標特定が難しい。  OCRは座標特定が得意だ

が、手書き認識精度が不安定である。  そこで、「読み取りに強い AI」＋「位置を特定できる OCR」を統合するこ

とで、誤字の位置を特定可能なシステムを開発した。図 1にシステム構成図を示す。システムは内部で次の処

理を行い、以下の手順で手書き文字の誤字を検出する。

1.PCのカメラで手書き文書を撮影する

2.画像認識AI（Qwen3-VL）で画像からテキストを抽出する

3.生成AI（gpt-4.1-mini）でテキストの誤字を検出する

4.誤字が含まれる手書き文字の位置を OCR（PaddleOCR）で特定する

5.誤字が含まれる手書き文字を赤枠で囲み表示する

　誤字を意図的に含めた例文 (図2上)を用意した。大学生 5人が

手書きの文書を作り、システムで検証した。

● 画像認識AIと生成AIの誤字発見率は42%(21/50)で、

誤字がない箇所を誤検出した割合は 16%(8/50)だった。

● OCRが誤字を赤枠で囲めたのは 52%(11/21)だった。

● 結果は学生ごとに違いがあった。楷書体に近い字 (図2中)

は6個の誤字を発見し 5個を囲めたが、筆記体に近い字

(図2下)は1個の誤字しか発見できず 1個も囲めなかった。

画像認識AIとOCRの特性を活用することで、単一の技術では困難な

「誤字の意味的判定」と「位置の正確な特定」を両立できた。

今後は、多様な手書き文字による実験で精度を向上し、学校での生

徒の手書き文字で評価を行いたい。
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図2.誤字等を含んだ入力文と検出例

学高の教育現場でわ、手書きでの repoot や
小テストが多おく用いられている。大量の手書き文時
から誤字・脱時を確認すことは要易ではない。
そこで、誤字ぬ箇所を発見可能なシステムお開発した。

図1.システム構成図


